
      親交会ニュース  ２２号 令和８年２月３日 

                                                        大工川親交会 

     意見を持ち寄り次年度の活動計画、予算案を作成したい 

参加人数の多い親交会主催行事（2025 年度） 

  ●女性の研修旅行 17 名 

  ●夏まつり    30 名（子ども 8 名含む） 

  ●新年会     20 名 

■夏のコンサートと昼食会（補助金事業） 50 名   

  ▲夏の防災研修会         33 名 

  ■ジナプソロジー（軽い体操会） 20 名 

▲3 町内会合同主催事業 ■公開事業 

   ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

町内会の会員みんなが、役員という意識を持って、活動しませんか！ 

 1 月の役員会に会長が活動計画等について提案しましたが、提案の前に、各役員の町内会

への思いや提案を伺うべきだったと思いました。申し訳なく思っています。2 月の役員会で 

提案を持ちより、安全・安心の街づくりに資する計画を立てましょう。 

                        ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  クリーンでコンパクトな町内会運営をめざします！ 

 町内会の主な活動は、「会員の交流」、「子どもから大人までの福

祉」、「防災」と考えています。今後の活動を考える上では、子ども

会の活動を支援する活動が大事となり、そのための取り組みをし

たいと考えています。また、福祉・防災活動では、他の町内会との

連携をもとに、推進していきたいと思っています。 

 また、役員が少ない状況下では、役員の負担の軽減を図る必要があり、ボランティアとし

ての参加、ご協力をお願いしたいと思います。 

 2025 年は町内会創立 60 周年の年であり、何もできず、申し訳なく思っています。そこ

で、会員に等しく還元できる予算の使い方について検討したいと考えています。 

 

      市政 20 周年と新年会 

 2 月 1 日は、北斗市市制 20 周年の記念日で、親交会の新年会の日でも

あったのです。2006 年に上磯と大野両町が合併し、北斗市が誕生してから

20 年を迎えます。記念事業として、北斗市では「記念ロゴマークのデザイ

ン募集」が行われ、左にあるのが、入賞した小学生がデザインした素敵なロゴマークです。



北斗市は、新たな段階へ。私たちも市と共に、小学生達の思いを胸に、赤とんぼのメロディ

が流れる街を、持続可能な市民が誇れる街にしていきたいと思います。SDGs１１ 

 管理人とふれあいサロンの連携 消防署の方に褒められる 

 26 日の高齢者センターで防火訓練が行われ、ふれあいサロン

の参加者 16 名が参加しました。モルックの試合中に、警報が

鳴り、管理人（佐藤統子さん）の誘導で林業センターの方に避難。

管理人は 2 か所の防火扉を閉めるなど迅速な対応で消防署の方

に褒められました。防災も普段の交流が大事だということがわ

かりますね。           ＜林業センターに避難＞ 

 笑いが絶えないサロンが始動！！ 

 ふれあいサロンの行事として、3 月 16 日（月）9 時 30 分より 10 時 30 分までジナプ

ソロジー（脳トレ）を専門の方をお呼びして開催いたします。この行事も会長が無料開催と

いうことで社協からいただいた企画です。テレ

ビ通販ではありませんが、親交会の方の参加費

は無料、それにコーヒーとお菓子付きです。会員

の皆さんのご参加をお待ちしております。 

サロンでは、室内パークゴルフも開催中。小川

さんはホールインワンを連発中、佐々木信一さ

んも元気にゴルフ、モルックを楽しんでいます。 

                               ★★★ 

■総務部長時代から、たまにですが、散歩しています。お会いした方から「会長さん巡回で

すか？」と聞かれます。この冬の散歩では、除雪やカーブミラーの調整などの要望を伺い、

市役所に要望書を提出。市役所には迅速な対応をしていただいています。感謝です。 

 

■春のコンサートを 3 月に開催。演奏者はこの春から東京の音楽大学に進学する方です。

詳細は 3 月号でお知らせいたします。ご期待ください。2 月、3 月は受験シーズンです。

受験生の皆さん、桜が咲きますように！ 体調に気を付けてガンバです！ Fight! 

 

         

1 日（日） 新年会  

3 日（火） 広報の配布日 節分  

 10 日（火） 買い物バス 生協行き 

1２日（木） ふまねっと 

19 日（木） 役員会   

         22 日（日） 時田学芸員の「歴史講座」 郷土資料館にて 

                資源ごみの回収日 


